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評価の判定基準例
１　評価の３つの判定基準について
　指導要録では，観点別評価の結果について，各教科の目標に照らして，それぞれの評価の観点に対する実現状況を，「十分満足できる」と判断されるものを「Ａ」，「おおむね満足できる」と判断されるものを「Ｂ」，「努力を要する」と判断されるものを「Ｃ」と，３段階で評価することとしている。
　そこで，本書では，指導要録に記入する観点別評価の結果との整合性をはかり，評価の信頼性を高めるために，どのような特徴が見られればＡ，Ｂ，Ｃと判定されるのかを記述した基準をあらかじめ用意しておくことが望ましいと考え，小単元毎に，Ａ，Ｂの評価基準の具体例を示している。
　実際の評価にあたっては，まず，「おおむね満足できる」状況のＢを設定し，その評価規準に照らしてＢであるか，Ｂに満たない「努力を要する」状況のＣであるかを判断していく。次に，Ｂと判断されるもののうち，Ｂより質的・量的に高まっていると判断されるものを「十分満足できる」状況のＡとし，児童１人ひとりの状況を的確にとらえていくようにする。その際，Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれの達成状況を適切に評価するために，評価方法についても工夫していかなければならない。
　では，Ｂより質的・量的に高まったＡの状況とはどのような学習状況なのか，以下に具体例を示しておく。ただし，Ａの状況は，この例をベースに置きながら，児童の発達段階や学校・学級の実態を考慮しながら設定していくことが望ましい。
【算数に対する関心・意欲・態度】
●～のよさを進んで見いだしている。
●進んで生活や学習に生かそうとしている。
【数学的な考え方】
●根拠を明らかにしながら筋道だてて説明している。
●言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，簡潔・明瞭・的確に表現している。

●多様な考えを見いだしている。
●多様な考えを関連づけて整理している。
●よりよい考え（一般性・発展性など）を追求している。
【数学的な技能】
●～を（が）確実にできる。
●～を（が）速く正確にできる。
●～を用いて工夫してできる。
【数学的な知識・理解】
●～を確実に理解している。
●～の感覚を十分にもっている。
２　個々の児童への指導の手だて
　目標に準拠した評価においては，実現の状況が不十分な児童に対し，どのような指導を行い，その児童を「おおむね満足できる」状況に導くのかが重要である。そこで，個に応じた指導の充実に向けたティーム・ティーチングや少人数指導などの指導体制の工夫，個別や小集団などの学習形態の工夫などの指導の改善を積極的にはかっていきたい。
　さらに，Ｃと評価した児童については，個のつまずきの状況に応じてスモールステップで補完していく学習の充実によりＢに到達するための具体的な支援を，Ｂと評価した児童については基礎的･基本的な内容のより確実な習得と質的・量的に高まったＡに到達するための具体的な支援を，Ａと評価した児童には，更なる習熟と課題の発展性を追究し，理解の確実性を高め，数学的な考え方を伸ばすための具体的な支援が重要である。

　このように，評価は，その結果が確実に１人ひとりの児童の学習活動に反映されなければならないし，指導者の学習指導の改善に生かされなければならない。評価とは，こうしたフィードバック機能をもった形成的なものである。
３　単元ごとの具体例
　以下では，具体的に各単元での評価例を掲載しているが，前述のとおり，これを1つの例としてとらえ，児童の発達段階や学校・学級の実態を考慮しながら各校，各学級で設定していくことが望ましい。
１　せいりの しかた
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　せいりの
しかた
（●教p.6～9）
	関 表やグラフに表すことのよさに関心をもち，進んで簡単な表やグラフを用いて表そうとしている。
考 数量を分類整理してとらえ，簡単な表やグラフに表すと，多い，少ないなどがわかりやすくなることを考え，説明している。
	関 表やグラフに表すことのよさに関心をもち，簡単な表やグラフを用いて表そうとしている。
考 数量を分類整理してとらえ，簡単な表やグラフに表すと，多い，少ないなどがわかりやすくなることを考えている。


２　時こくと 時間
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　時こくと
時間
（●教p.12～15）
	関 時刻や時間に関心をもち，日常生活に進んで用いようとしている。
考 時計の表す時刻や針の動きをもとに，どれだけの時間が過ぎたかを考え，それを時計を用いるなどして説明している。
技 時計の12の目盛りをまたぐ場合の時間を確実に求めることができる。
知 時刻と時間の意味の違いや，簡単な場合の時間の求め方，及び１時間＝60分の関係を確実に理解している。
	関 時刻や時間に関心をもち，日常生活に用いようとしている。
考 時計の表す時刻や針の動きをもとに，どれだけの時間が過ぎたかを考えている。
技 時計の12の目盛りをまたぐ場合の時間を求めることができる。
知 時刻と時間の意味の違いや，簡単な場合の時間の求め方，及び１時間＝60分の関係を理解している。

	2　１日の時間
（●教p.16）
	技 ｢午前｣，｢午後｣を用いて時刻を確実に読むことができる。
知 ｢午前｣，｢午後｣の用語の意味や，１日＝24時間の関係を確実に理解している。
	技 ｢午前｣，｢午後｣を用いて時刻を読むことができる。
知 ｢午前｣，｢午後｣の用語の意味や，１日＝24時間の関係を理解している。


	3　時こくと
時間の
もとめ方
（●教p.17～18）
	考 時計の文字盤をもとに，ある時刻から一定時間後の時刻の求め方を考え，説明したり表現したりしている。
技 ある時刻から一定時間前後の時刻や，午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間を確実に求めることができる。
知 午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間の求め方を確実に理解している。
	考 時計の文字盤をもとに，ある時刻から一定時間後の時刻の求め方を考え，表現している。
技 ある時刻から一定時間前後の時刻や，午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間を求めることができる。
知 午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間の求め方を理解している。


３　２けたの たし算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　２けたの
たし算
（●教p.22～28）
	関 既習の計算のしかたをもとにして，２位数の加法の計算を進んで考えようとしている。
考 一の位がくり上がる２位数と１位数の加法の計算方法を，既習事項をもとにして考え，筋道だてて説明している。
技 くり上がりのない２位数までの加法や，一の位がくり上がる２位数までの加法の計算が筆算で確実にできる。
知 くり上がりのない２位数までの加法や，一の位がくり上がる２位数までの加法の計算のしかたを確実に理解している。
	関 既習の計算のしかたをもとにして，２位数の加法の計算を考えようとしている。
考 一の位がくり上がる２位数と１位数の加法の計算方法を，既習事項をもとにして考え，説明している。
技 くり上がりのない２位数までの加法や，一の位がくり上がる２位数までの加法の計算が筆算でできる。
知 くり上がりのない２位数までの加法や，一の位がくり上がる２位数までの加法の計算のしかたを理解している。

	2　たし算の
きまり
（●教p.28～29）
	技 加法の交換法則を活用して，加法の計算の確かめが確実にできる。
知 加法では，交換法則が成り立つことを確実に理解している。
	技 加法の交換法則を活用して，加法の計算の確かめができる。
知 加法では，交換法則が成り立つことを理解している。


４　２けたの ひき算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　２けたの
ひき算
（●教p.32～38）
	関 既習の計算のしかたをもとにして，２位数の減法の計算を進んで考えようとしている。
考 十の位からくり下がる２位数－１位数の計算を，既習事項をもとにして考え，筋道だてて説明している。
技 ２位数までの減法の計算が筆算で確実にできる。
知 ２位数までの減法の計算のしかたを確実に理解している。
	関 既習の計算のしかたをもとにして，２位数の減法の計算を考えようとしている。
考 十の位からくり下がる２位数－１位数の計算を，既習事項をもとにして考え，説明している。
技 ２位数までの減法の計算が筆算でできる。
知 ２位数までの減法の計算のしかたを理解している。

	2　たし算と
ひき算の
かんけい
（●教p.38～39）
	技 加法と減法の相互関係を活用して，減法の計算の確かめが確実にできる。
知 減法では，「差＋減数＝被減数」の関係が成り立つことを確実に理解している。
	技 加法と減法の相互関係を活用して，減法の計算の確かめができる。
知 減法では，「差＋減数＝被減数」の関係が成り立つことを理解している。


５　長さの たんい
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　センチメートル
（●教p.42～44）
	考 異なる任意単位では長さが比べられないことから，共通単位の必要性に気づき，そのことを説明することができる。
技 cm単位で長さを正しく測定することができる。
知 長さの単位に「センチメートル」があることや，普遍単位のよさ，及びcm単位での長さの表し方を確実に理解している。
	考 異なる任意単位では長さが比べられないことから，共通単位の必要性に気づいている。
技 cm単位で長さを測定することができる。
知 長さの単位に「センチメートル」があることや，普遍単位のよさ，及びcm単位での長さの表し方を理解している。

	2　ミリメートル
（●教p.45～50）
	関 身のまわりのものの長さをはかることに興味をもち，進んで測定しようとしている。
考 cm単位の限界に気づき，下位単位であるmmの必要性を考え，説明している。
技 ものさしを用いてものの長さをはかったり，必要な長さの直線をかいたりすることが正確に手際よくできる。また，簡単な長さの加減の計算が確実にできる。
知 ものさしの目盛りの読み方や使い方，及び「直線」の用語とその意味やかき方を確実に理解している。
	関 身のまわりのものの長さをはかることに興味をもち，測定しようとしている。
考 cm単位の限界に気づき，下位単位であるmmの必要性を考えている。
技 ものさしを用いてものの長さをはかったり，必要な長さの直線をかいたりすることができる。また，簡単な長さの加減の計算ができる。
知 ものさしの目盛りの読み方や使い方，及び「直線」の用語とその意味やかき方を理解している。


６　100より 大きい 数
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　数の
あらわし方
（●教p.52～59）
	関 1000までの数の構成に興味をもち，進んで表したり，読んだりしようとしている。
考 既習の２位数の構成をもとに，３位数の構成を考え，10を単位として数を構成したり，相対的にみたりすることができ，それらを図や数などを用いて具体的に説明している。
技 1000までの数を数えること，表すこと，読むことが確実にできる。また，10を単位として数を表すことが確実にできる。
知 ３位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方などを確実に理解している。
	関 1000までの数を進んで表したり，読んだりしようとしている。
考 既習の２位数の構成をもとに，３位数の構成を考えたり，10を単位として数を構成したり，相対的にみたりしている。
技 1000までの数を数えること，表すこと，読むことができる。また，10を単位として数を表すことができる。
知 ３位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方などを理解している。


	2　千
（●教p.60～62）
	関 1000までの数に興味・関心をもち，それらが身のまわりのどのようなところで使われているかを進んで調べようとしている。
考 ２位数の数系列の理解をもとに，３位数の数系列を数直線を用いて考え，それを具体的に説明している。
技 1000までの数を数直線上に表したり，表された数を読み取ったりすることが確実にできる。
知 100を10個集めた数を1000と表し，「千」と読むことを確実に理解している。
	関 1000までの数に興味・関心をもち，それらが身のまわりのどのようなところで使われているかを調べようとしている。
考 ２位数の数系列の理解をもとに，３位数の数系列を考えている。
技 1000までの数を数直線上に表したり，表された数を読み取ったりすることができる。
知 100を10個集めた数を1000と表し，「千」と読むことを理解している。

	3　数の 大小
（●教p.63）
	知 ３位数の大小比較のしかたを確実に理解している。
	知 ３位数の大小比較のしかたを理解している。

	4　たし算と
ひき算
（●教p.64）
	技 10を単位として計算するくり上がりのある加法や，くり下がりのある減法の計算が確実にできる。
知 くり上がりのある「何十」＋「何十」や，くり下がりのある「百何十」－「何十」のような計算のしかたを確実に理解している。
	技 10を単位として計算するくり上がりのある加法や，くり下がりのある減法の計算ができる。
知 くり上がりのある「何十」＋「何十」や，くり下がりのある「百何十」－「何十」のような計算のしかたを理解している。


７　かさの たんい
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　デシリットル
（●教p.69～70）
	考 長さの学習経験をもとに，かさを数値化して比較する方法を考え，具体的に説明している。
技 任意単位での数値化によって，かさを比較することが確実にできる。
知 かさの単位に「デシリットル」があり，「dL」と書くことを確実に理解している。
	考 長さの学習経験をもとに，かさを比較する方法を考えている。
技 任意単位での数値化によって，かさを比較することができる。
知 かさの単位に「デシリットル」があり，「dL」と書くことを理解している。

	2　リットル
（●教p.71～73）
	関 身のまわりのもののかさをはかることに興味をもち，進んで測定の方法を考え，正しく測定しようとしている。
考 長さの測定と同じように，十進構造に着目して，10dL＝1Lであることを考え，かさの表し方を説明している。
知 Lの単位の必要性や１L＝10dLの関係，及びかさの簡単な加減の計算のしかたを確実に理解している。
	関 身のまわりのもののかさをはかることに興味をもち，進んで測定しようとしている。
考 長さの測定と同じように，十進構造に着目して，10dL＝1Lであることを考えている。
知 Lの単位の必要性や１L＝10dLの関係，及びかさの簡単な加減の計算のしかたを理解している。


	3　ミリリットル
（●教p.74）
	知 mL単位の必要性と，１L＝1000mL，１dL＝100mLの関係を確実に理解している。
	知 mL単位の必要性と，１L＝1000mL，１dL＝100mLの関係を理解している。


８　たし算の ひっ算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　たし算の
ひっ算
（●教p.80～86）
	関 既習事項をもとにして，十の位がくり上がる２位数＋２位数の計算方法を進んで考えようとしている。
考 ２位数＋２位数で一の位と十の位がくり上がる加法の計算を，既習事項をもとにして考え，具体的に説明している。
技 十の位がくり上がる２位数までの加法の計算が，筆算で確実にできる。また，加法の結合法則を適切に用いて，工夫して計算することができる。
知 十の位がくり上がる２位数までの加法の筆算のしかたを確実に理解している。また，加法の結合法則を確実に理解している。
	関 既習事項をもとにして，十の位がくり上がる２位数＋２位数の計算方法を考えようとしている。
考 ２位数＋２位数で一の位と十の位がくり上がる加法の計算を，既習事項をもとにして考え，説明している。
技 十の位がくり上がる２位数までの加法の計算が，筆算でできる。また，加法の結合法則を用いて，工夫して計算することができる。
知 十の位がくり上がる２位数までの加法の筆算のしかたを理解している。また，加法の結合法則を理解している。


９　ひき算の ひっ算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　ひき算の
ひっ算
（●教p.88～93）
	関 既習事項をもとにして，３位数（百の位が１）－２位数で，百の位から十の位へくり下がる計算方法を進んで考えている。
考 ３位数（百の位が１）－２位数で，百の位と十の位からくり下がる減法の計算を既習事項をもとにして考え，具体的に説明している。
技 ３位数（百の位が１）－１，２位数でくり下がりのある減法の計算を筆算で確実にできる。
知 ３位数（百の位が１）－２位数で，くり下がりのある減法の筆算のしかたを確実に理解している。
	関 既習事項をもとにして，３位数（百の位が１）－２位数で，百の位から十の位へくり下がる計算方法を考えている。
考 ３位数（百の位が１）－２位数で，百の位と十の位からくり下がる減法の計算を既習事項をもとにして考え，説明している。
技 ３位数（百の位が１）－１，２位数でくり下がりのある減法の計算を筆算でできる。
知 ３位数（百の位が１）－２位数で，くり下がりのある減法の筆算のしかたを理解している。


	2　大きな 数の
たし算と
ひき算
（●教p.94～95）
	技 ３位数＋１，２位数や３位数－１，２位数の計算を，既習事項をもとにして筆算で確実にできる。
知 ３位数＋１，２位数や３位数－１，２位数の筆算のしかたを確実に理解している。
	技 ３位数＋１，２位数や３位数－１，２位数の計算を，既習事項をもとにして筆算でできる。
知 ３位数＋１，２位数や３位数－１，２位数の筆算のしかたを理解している。


10　三角形と 四角形
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　三角形と
四角形
（●教p.100～103）
	考 三角形や四角形の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別したり，そのわけを根拠を明らかにして説明したりすることができる。
知 「三角形」，「四角形」の用語と定義，構成要素（辺，頂点）について確実に理解している。
	考 三角形や四角形の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
知 「三角形」，「四角形」の用語と定義，構成要素（辺，頂点）について理解している。

	２　長方形と
正方形
（●教p.104～107）
	関 身のまわりから，直角を進んで見つけようとしている。
考 構成活動を通して，長方形や正方形の構成要素の様々な特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，根拠を明確にしてそのわけを説明している。
技 方眼を使って，正方形や長方形を正確に作図することができる。
知 「直角」の用語やつくり方，「長方形」，「正方形」の用語とその定義や性質を確実に理解している。
	関 身のまわりから，直角を見つけようとしている。
考 構成活動を通して，長方形や正方形の構成要素の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
技 方眼を使って，正方形や長方形を作図することができる。
知 「直角」の用語やつくり方，「長方形」，「正方形」の用語とその定義や性質を理解している。

	３　直角三角形
（●教p.108～109）
	考 直角三角形の特徴を見いだすとともに，定義や性質をもとにして図形を別弁し，根拠を明確にしてそのわけを説明することができる。
技 方眼を使って，直角三角形を正確に作図することができる。
知 「直角三角形」の用語と，その定義や性質を確実に理解している。
	考 直角三角形の特徴を見いだすとともに，定義や性質をもとにして図形を別弁し，そのわけを説明している。
技 方眼を使って，直角三角形を作図することができる。
知 「直角三角形」の用語と，その定義や性質を理解している。

	４　もようづくり
（●教p.110）
	関 平面をしきつめる活動をたのしみ，模様の美しさや平面のひろがりに気づき，図形についての興味・関心をいっそう深めている。
知 しきつめた図形のなかから様々な形を認めたり，できる模様の美しさを感じたりするなど，図形について豊かな感覚をもっている。
	関 平面をしきつめる活動をたのしみ，模様の美しさや平面のひろがりに気づいている。
知 しきつめた図形のなかから形を認めたり，できる模様の美しさを感じたりするなど，図形について豊かな感覚をもっている。


11　かけ算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　かけ算
（●教p.114～118）
	考 全体の数量を基準とする大きさのいくつ分としてとらえ，言葉，数，式，具体物などを用いて説明している。
技 全体の数量を基準とする大きさのいくつ分と表現し，乗法の式に表したり，累加で答えを求めたりすることが確実にできる。
知 乗法の式の意味や用い方，及び累加による答えの求め方を確実に理解している。
	考 全体の数量を基準とする大きさのいくつ分としてとらえている。
技 全体の数量を基準とする大きさのいくつ分と表現し，乗法の式に表したり，累加で答えを求めたりすることができる。
知 乗法の式の意味や用い方，及び累加による答えの求め方を理解している。

	2　かけ算さがし
（●教p.119）
	関 ものの個数をとらえるときに，進んで乗法の式に表し，答えを求めようとしている。
技 ものの個数を乗法の式に表し，答えを求めることが確実にできる。
	関 ものの個数をとらえるときに，進んで乗法を用いようとしている。
技 ものの個数を乗法の式に表し，答えを求めることができる。

	3　２のだんの
九九
（●教p.120～121）
	技 ２の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。また，それを適用して問題を解決することが確実にできる。
知 ２の段の九九の構成のしかたや，「九九」の用語と意味，及び２の段の九九の唱え方を確実に理解している。
	技 ２の段の九九を構成したり，唱えたり，それを適用して問題を解決したりすることができる。
知 ２の段の九九の構成のしかたや，「九九」の用語と意味，及び２の段の九九の唱え方を理解している。

	4　５のだんの
九九
（●教p.122～123）
	技 ５の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。また，それを適用して問題を解決することが確実にできる。
知 ５の段の九九の構成のしかたや唱え方を確実に理解している。
	技 ５の段の九九を構成したり，唱えたり，それを適用して問題を解決したりすることができる。
知 ５の段の九九の構成のしかたや唱え方を理解している。

	5　３のだんの
九九
（●教p.125～126）
	技 ３の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。また，それを適用して問題を解決したりすることが確実にできる。
知 「かけられる数」，「かける数」の用語と意味や，３の段の乗数と積の関係，唱え方を確実に理解している。
	技 ３の段の九九を構成したり，唱えたり，それを適用して問題を解決したりすることができる。
知 「かけられる数」，「かける数」の用語と意味や，３の段の乗数と積の関係，唱え方を理解している。


	6　４のだんの
九九
（●教p.127～128）
	考 かける数が１増えると答えが４増えることを活用して，４の段の九九の構成を考え，具体的に説明している。
技 ４の段の九九をスムーズに唱えることができる。また，それを適用して問題を解決することが確実にできる。
知 乗数と積の関係を活用した４の段の九九の構成のしかたや，唱え方を確実に理解している。
	考 かける数が１増えると答えが４増えることを活用して，４の段の九九の構成を考えている。
技 ４の段の九九を唱えたり，それを適用して問題を解決したりすることができる。
知 乗数と積の関係を活用した４の段の九九の構成のしかたや，唱え方を理解している。

	7　ばいと
かけ算
（●教p.129）
	技 「ばい」という用語を用いたり，乗法の式に表したりすることが確実にできる。
知 「1ばい」，「２ばい」，「３ばい」の用語の意味を確実に理解している。
	技 「ばい」という用語を用いたり，乗法の式に表したりすることができる。
知 「1ばい」，「２ばい」，「３ばい」の用語の意味を理解している。


12　かけ算九九づくり
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　６のだんの
九九
（●教p.132～134）
	関 乗法に関して成り立つ性質を用いて，６の段の九九を進んで構成しようとしている。
技 ６の段の九九をスムーズに唱えることができ，それを適用して問題を解決することが確実にできる。
知 乗数と積の関係を活用した６の段の九九の構成のしかたや，唱え方を確実に理解している。
	関 乗法に関して成り立つ性質を用いて，６の段の九九を構成しようとしている。
技 ６の段の九九を唱えることや，それを適用して問題を解決することができる。
知 乗数と積の関係を活用した６の段の九九の構成のしかたや，唱え方を理解している。

	２　７のだんの
九九
（●教p.135～136）
	考 乗数と積の関係を活用して，７の段の九九の構成のしかたを考え，順序よく具体的に説明している。
技 ７の段の九九をスムーズに唱えることができ，それを適用して問題を解決することが確実にできる。
知 乗数と積の関係を活用した７の段の九九の構成のしかたや，唱え方を確実に理解している。
	考 乗数と積の関係を活用して，７の段の九九の構成のしかたを考えている。
技 ７の段の九九を唱えることや，それを適用して問題を解決することができる。
知 乗数と積の関係を活用した７の段の九九の構成のしかたや，唱え方を理解している。

	３　８のだんの
九九
（●教p.137）
	技 乗数と積の関係を活用して，８の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。
知 乗数と積の関係を活用した８の段の九九の構成のしかたや，唱え方を確実に理解している。
	技 乗数と積の関係を活用して，８の段の九九を構成したり，唱えたりすることができる。
知 乗数と積の関係を活用した８の段の九九の構成のしかたや，唱え方を理解している。


	４　９のだんの
九九
（●教p.138）
	技 乗数と積の関係を活用して，９の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。
知 乗数と積の関係を活用した９の段の九九の構成のしかたや，唱え方を確実に理解している。
	技 乗数と積の関係を活用して，９の段の九九を構成したり，唱えたりすることができる。
知 乗数と積の関係を活用した９の段の九九の構成のしかたや，唱え方を理解している。

	５　１のだんの
九九
（●教p.139）
	技 １の段の九九を構成したり，スムーズに唱えたりすることができる。
知 １の段の九九の意味や構成のしかたを確実に理解している。
	技 １の段の九九を構成したり，唱えたりすることができる。
知 １の段の九九の意味や構成のしかたを理解している。


13　長い ものの 長さの たんい
	小単位
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　メートル
（●教p.142～146）
	関 身のまわりにある長いものの長さや，それを測定することに関心をもち，進んで測定しようとしている。
考 大きな単位を用いれば，長いものの長さを小さな数で表せると考え，その表し方を筋道だてて説明している。
技 １mのものさしを用いて長さを測定し，mとcmで表したり，長さの簡単な加減の計算をしたりすることが確実にできる。
知 m単位の必要性や，1m＝100cmの関係，及び長さの簡単な加減の計算のしかたを確実に理解している。また，測定を通して，長さについてのより豊かな感覚を身につけている。
	関 身のまわりにある長いものの長さや，それを測定することに関心をもっている。
考 大きな単位を用いれば，長いものの長さを小さな数で表せると考えている。
技 １mのものさしを用いて長さを測定し，mとcmで表したり，長さの簡単な加減の計算をしたりすることができる。
知 m単位の必要性や，1m＝100cmの関係，及び長さの簡単な加減の計算のしかたを理解している。また，測定を通して，長さについての豊かな感覚を身につけている。


14　たし算と ひき算の かんけい
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　たし算と
ひき算の
かんけい
（●教p.152～157）
	関 加法と減法の関係に関心をもち，問題場面をテープ図に表すよさに気づき，それを用いて式に表して進んで解決しようとしている。
考 数量の関係をテープ図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表し，図や式を用いて説明している。
技 問題場面の数量の関係をテープ図や式に確実に表すことができる。
知 加法と減法は互いに逆の関係になっていることを確実に理解している。
	関 加法と減法の関係に関心をもち，問題場面をテープ図や式に表そうとしている。
考 数量の関係をテープ図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表している。
技 問題場面の数量の関係をテープ図や式に表すことができる。
知 加法と減法は互いに逆の関係になっていることを理解している。


15　1000より 大きい 数
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　1000より
大きい 数の
あらわし方
（●教p.159～163）
	関 100や10や1の集まりをもとにして，４位数を進んで表したり，読んだりしようとしている。
考 ４位数の表し方を，既習の1000までの数の表し方から類推して考えたり，100を単位として数を構成したり，数を相対的にみたりし，それらを具体的に説明している。
技 100を単位として数を表すことが確実にできる。
知 ４位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方を確実に理解している。
	関 100や10や1の集まりをもとにして，４位数を表したり，読んだりしようとしている。
考 ４位数の表し方を，既習の1000までの数の表し方から類推して考えたり，100を単位として数を構成したり，数を相対的にみたりしている。
技 100を単位として数を表すことができる。
知 ４位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方を理解している。

	2　一万
（●教p.164～166）
	技 10000までの数を数直線上に表したり，表された数を読み取ったりすることが確実にできる。
知 1000を10個集めた数を10000と表し，「一万」と読むことや，４位数の大小比較のしかたを確実に理解している。
	技 10000までの数を数直線上に表したり，表された数を読み取ったりすることができる。
知 1000を10個集めた数を10000と表し，「一万」と読むことや，４位数の大小比較のしかたを理解している。

	3　何百の
たし算と
ひき算
（●教p.167）
	考 何百と何百の加法や減法の計算のしかたを100を単位にして考え，数の構成をもとに具体的に説明している。
技 「何百」＋「何百」，「何百」－「何百」，1000－「何百」の計算が確実にできる。
	考 何百と何百の加法や減法の計算のしかたを100を単位にして考えている。
技 「何百」＋「何百」，「何百」－「何百」，1000－「何百」の計算ができる。


16　はこの 形
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　はこの 形
（●教p.170～173）
	関 身のまわりにある箱の形やさいころの形の面の形や数について進んで調べようとしている。
考 箱の形やさいころの形の面を観察したり構成したりして，面，辺，頂点の特徴や位置関係を見いだし，具体的に説明している。
技 正方形や長方形をつなぎ合わせたり，ひごや粘土玉を用いたりして，箱の形やさいころの形を正確に構成することができる。
知 直方体や立方体の面の形や数を確実に理解している。
	関 身のまわりにある箱の形やさいころの形の面の形や数について調べようとしている。
考 箱の形やさいころの形の面を観察したり構成したりして，面，辺，頂点の特徴や位置関係を見いだしている。
技 正方形や長方形をつなぎ合わせたり，ひごや粘土玉を用いたりして，箱の形やさいころの形を構成することができる。
知 直方体や立方体の面の形や数を理解している。


17　かけ算の きまり
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　かけ算の
きまり
（●教p.176～180）
	関 乗法九九の表から，乗法について成り立つ性質やきまりを進んで見つけようとしている。
知 乗数が１増えると積は被乗数分だけ増えることや交換法則，及び○の段と△の段の答えをたすと（○＋△）の段ができることを確実に理解している。
	関 乗法九九の表から，乗法について成り立つ性質やきまりを見つけようとしている。
知 乗数が１増えると積は被乗数分だけ増えることや交換法則，及び○の段と△の段の答えをたすと（○＋△）の段ができることを理解している。

	2　かけ算を
ひろげよう
（●教p.181～183）
	関 乗法について成り立つ性質やきまりを活用して，乗数と被乗数が12までの表を進んでつくろうとしている。
考 1位数と12までの２位数との積の求め方を多様に考え，乗法九九の性質やきまりを用いて説明している。
技 1位数と12までの２位数との積を求めることが確実にできる。
	関 乗法について成り立つ性質やきまりを活用して，乗数と被乗数が12までの表をつくろうとしている。
考 1位数と12までの２位数との積の求め方を考え，説明している。
技 1位数と12までの２位数との積を求めることができる。

	3　かけ算を
つかおう
（●教p.185）
	考 全体の数を求める方法を様々に工夫して考え，図や式に表したり，図から思考過程をとらえ，それを式や言葉で表したりしている。
技 全体の数を乗法の式を用いて表し，求めることが確実にできる。
	考 全体の数を求める方法を工夫して考えたり，図から思考過程をとらえたりしている。
技 全体の数を乗法の式を用いて表し，求めることができる。


18　分数
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　分数
（●教p.188～191）
	関 具体物を等分してできる部分の大きさの表し方に興味・関心をもち，進んで調べたり表したりしようとしている。
[image: image1.wmf]4

1

[image: image2.wmf]8

1

[image: image3.wmf]考 もとの大きさを４等分した１つ分の大きさを　と表すことや，　の大きさについて考え，図を用いて大きさを説明している。
技 指定された分数の大きさをつくったり，色をぬったりすることが確実にできる。
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知 もとの大きさを２，４，８等分した１つ分の大きさを　，　，　と表すことを確実に理解している。
	関 具体物を等分してできる部分の大きさの表し方に興味・関心をもち，調べようとしている。
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考 もとの大きさを４等分した１つ分の大きさを　と表すことを説明している。また，　の大きさについて考えている。
技 指定された分数の大きさをつくったり，色をぬったりすることができる。
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知 もとの大きさを２，４，８等分した１つ分の大きさを　，　，　と表すことを理解している。
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